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　　　　を含有している電気機器等の有無を　　　　　　　です！

平成 30 年度の処理実施に向けて、水銀保管量調査
を実施中です。処理を希望する水銀および水銀化合物
をお持ちの場合は、環境安全推進センターへ平成３０
年３月３０日までにご連絡ください。
※本調査は、水俣条約の発効にともない、
地球的規模の水銀汚染の防止を目指し適正
処理を行うものです。

　各自が化学物質リスクアセスメントを行い、　　　　　　　　　を要するかを
確認しましょう。
　作業（実験）を行うときは、保護具の着用や適正な場所（換気装置が
ある場所等）で行いましょう。　

化学物質や高圧ガスの使用記録や、特別管理物質の作業記
録、新規購入した薬品・追加補充した薬品の入力等をお願い
致します。　
※平成 29 年度より TULIP の全学での運用を開始しました。

①各研究室等の薬品・高圧ガス保管状況の把握
②薬品の関連法令の記録や把握

ＴＵＬＩＰ運用の目的

文部科学省より 3 月 7 日付「高濃度 PCB 廃棄物の保管量等の再
度の確認等について（依頼）」があり、全学にて PCB を含有してい
る電気機器等の有無を再調査することになりました。

温度計 マノメーター
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追加的管理は不要であり、現在のリスクレベルを維持する。

リスク低減措置は不要であるが、改善策があれば実施すること
が望ましい。

リスク低減措置を実施することが望ましい。保護具の着用、換気
装置内での作業を行うこと。

大きなリスクであるため、リスク低減措置を実施しなければなら
ない。リスク低減されるまで、業務の開始は望ましくない。

リスクが低減されるまで作業は原則禁止とする。

リスクレベルに対する措置内容リスクレベル

（一社）日本電機工業会のウェブサイト
「高濃度の PCB を使用した電気工作物」

「化学物質のリスクチェックリスト」画面の５段階評価

保管量調査を

1975 年（昭和 50 年）以前の電気機械器具類、実験機器類、
変圧器、コンデンサーには、高濃度 PCB が含まれている可能性が
あります。判断に迷う場合でも、環境安全推進センターにご連絡願
います。

また、機器類の銘板が確認できる場合は、
こちらでも　　確認できます。

のみなさんも を実施しましょう

「富山大学環境安全推進センター　薬品管理」→「化学物質のリスクチェックリスト」

・化学物質リスクアセスメントの実施は、こちら　　を検索ください。

高濃度 PCB 含有機器（部品）の 例

本学で発見されたものです

コンデンサー
※本棚から発見

連絡先：施設企画部または
環境安全推進センター

五福地区・五艘地区：

             6124,6069
杉谷地区：7067
高岡地区：91+6069

PCB 含有機器かどうか、
判断しかねる場合でも、
ご連絡願います！

　　　
リスクアセスメントの

結果、措置が必要な場合は、
直ちに担当教員と相談し

ましょう。


